
丹
羽
文
雄

「現
代
史
」
の

一
考
察

は
じ
め

に

丹
羽
文
雄
は
、
六
十
余
年
に
亘
る
創
作
活
動
の
中
で
数
多
く
の
作
品
を
発

表
し
、
後
輩
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
た
。
彼
の
作
品
で
は
、

「肉
親
も
の
」

と
呼
ば
れ
、
母
を
描
い
た

「鮎
」

「贅
肉
」
や
、
父
を
描
い
た

「青
麦
」

「菩
提
樹
」
、
義
祖
母
を
描
い
た

「厭
が
ら
せ
の
年
齢
」
、
祖
母
を
描
い
た

「無
漸
無
愧
」
等
が
有
名
で
あ
る
。
ま
た

「
マ
ダ
ム
も
の
」
或
い
は
風
俗
小

説
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
や
、

「海
戦
」

「還
ら
ぬ
中
隊
」
等
の

「戦
記
も

の
」
も
広
く
読
ま
れ
、

「本
願
寺
史
も
の
」
と
言
え
る
長
篇
小
説

「親
鸞
」

「蓮
如
」
は
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇
年
遠
忌
の
二
〇

一
一
年
に
注
目
を
集
め
た
。

そ
の
丹
羽
文
雄
が
、
戦
中
か
ら
戦
後
の
一
時
期
、
歴
史
小
説
を
手
掛
け
て

い
る
。
そ
の
契
機
は

「近
頃
現
代
風
俗
も
の
が
、
書
き
に
く
く
な
つ
て
ゐ

た
。
」

（
『告
白
』
，
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「中
年
』
の
発
禁
処
分
や
、
そ

れ
を
取
り
巻
く
時
局
に
鑑
み
て
の
措
置
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
終
戦
後

も
彼
は
歴
史
小
説
を
書
き
続
け
て
い
る
。

「現
代
史
」
は
、

「勤
王
届
出
」
に
次
ぐ
歴
史
小
説
で
、
森
格
を
モ
デ
ル

と
し
た
毛
利
格
を
中
心
に
、
主
と
し
て
大
正
時
代
の
政
治
社
会
を
描
い
た
物

語
で
あ
る
。
大
正
九
年
、
小
山
宗
作
が
上
海
の
喜
田
川
毅
に
帰
国
を
要
請
す

る
た
め
、
ト
ロ
ー
ル
船
に
乗
り
込
む
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
三
井
物
産
社
員

時
代
の
毛
利
の
話
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、　
一
方
で
入
江
逸
平
と
い
う
人
物
を

通
し
て
、
思
想
界
の
動
き
も
随
所
で
描
か
れ
る
。
創
生
社
版

『現
代
史
』
の

前
篇
で
は
、
毛
利
が
落
選
す
る
ま
で
を
、
後
篇
で
は
昭
和
に
入
り
、
外
務
政

務
次
官
、
内
閣
書
記
官
長
時
代
か
ら
死
に
至
る
ま
で
を
追
っ
て
い
る
。

「千

枚
の
豫
定
２
」
で
起
稿
し
、
幾
度
も
改
稿
を
重
ね
、
遂
に
完
成
し
な
か
っ
た

作
品
で
あ
る
が
、
丹
羽
が
そ
こ
に
何
を
描
こ
う
と
し
た
か
、
そ
の
情
熱
の
根

源
を
探
り
た
い
。

一　

発
表
と
異
同
に
つ
い
て

版
を
重
ね
る
毎
に
改
稿
を
加
え
る
の
が
、
丹
羽
の
特
徴
で
あ
る
が
、

「現

水

川

布

美

子
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代
史
」
は
特
に
複
雑
な
発
表
形
態
を
持
つ
。
昭
和
十
七
年
、

『改
造
』
の
四
、

六
、
八
～
十
月
号
に
発
表
さ
れ
た
後
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
昭
和
十
九
年

一

月
に
改
造
社
版

『現
代
史
　
第

一
篇
―
運
命
の
配
役
』
を
刊
行
、
さ
ら
に

「政
治
の
雰
曰
氣
」

（
『新
小
説
』
）

「力
の
信
者
」

（
『時
局
情
報
』
）

「巻
紙
と
暗
殺
」

（
『文
明
』
）
を
全
て
昭
和
二
十

一
年
二
月
号
に
発
表
し

た
。
な
お
、

「封
人
間
」
が

『思
潮
』
の
同
年
同
月
号
に
掲
載
予
定
で
あ
つ

た
が
、
全
文
削
除
さ
れ
た
．
。
後
、

「ま
へ
が
き
」
を
付
し
、
前

・
後
篇
か

ら
成
る
創
生
社
版

『現
代
史
』

（昭
和
二
十

一
年
五
月
二
十
五
日
）
が
刊
行

さ
れ
る
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
二
年
、

「小
説
　
最
初
の
頁
―
現
代
史
抄
―
」

が

『大
和
」
十

一
月
号
に
発
表
さ
れ
る
が

一
回
で
終
わ
り
、
そ
の
後
、
昭
和

二
十
四
年
、

『歴
史
小
説
』
六
～
八
月
号
に

「序
立テ
ー
改
稿
現
代
史
―
」
が

掲
載
さ
れ
た
が
、
雑
誌
の
廃
刊
に
伴
い
未
完
に
終
わ
る
。
収
録
さ
れ
た
内
容

を
整
理
す
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

五月号

昭 改
17造

四 ○ 参 武 ○ 萱

参 0 式 壼 ○ 序
章

改
造
社
版

昭
１９

各
雑
誌

昭
21

2

前篇

創
生
社
版

昭
２１

・
５

四

第
二
章
　
諜
報
機
関
　
　
一

第

〓
華
　
海
を
渡
る
　
　
一

ま
へ
が
き

一
⌒
一
部
）

一大
和
」

昭
２２

・
ｎ

七月号 六月号
「
歴
史
小
説
」

昭
24

（三
）

一
部

（
二
）

（
一
）

十月号 九月号 八月号 六月号

○ 拾
武
○ 拾
萱
○ ○ ○ ○ 拾 ○ ○ 玖 ○ 捌 ○ 漆 ○ ○ 陸 伍

【】 拾
式

拾
壼
[] 拾 [】 【】 【】 玖 【】 【】 捌 【】 漆 【〕 [】 陸 [】 伍 犀

（封
人
間
）

巻
紙
と
暗
殺

力
の
信
者

政
治

の
雰
囲
気

後篇 前篇

第
三
章
　
巻
紙
と
暗
殺

第
二
章
　
力
の
信
者

第

一
章
　
政
治
の
雰
囲
気
五 四

第
六
章
　
落
選
ま
で
　
　
一

第
五
章
　
自
分
の
巣
　
　
一

第
四
章
　
挿
話
　
　
　
　
一

第
二
章
　
北

一
毅
か
へ
る

一

四

節たれ切

無

区

所

で

箇

間

当

行

該

●

ｘ

人月号 ヒ月号

○ （
一二
）
・
八
月
号
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収
録
さ
れ
た
章
が
、
発
表
毎
に
異
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
内

容
で
も
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
最
初
に
発
表
さ
れ
た

「改

造
」
の
一
頁
目
だ
け
で
も
、

「少
し
つ
よ
い
風
が
吹
い
た
な
ら
ば
」
以
降
、

十
六
行
分
が
、
改
造
社
版

『現
代
史
』
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
細
か
い
表

現
の
改
変

（初
出

「時
を
き
ざ
ん
だ
。
」
改
造
社
版

「
時
を
き
ざ
ん
で
ゐ

た
。
」
同

一
頁
）
等
は
枚
挙
に
違
が
無
く
、

「改
造
」
の

「萱
」
だ
け
で
実

に
二
六
四
箇
所
に
及
ぶ
改
変
が
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
改
造
社
版
と
創
生
社
版
を
比
べ
る
と
、
創
生
社
版
は

「ま
へ
が

き
」
と
後
篇
の
三
章
が
加
え
ら
れ
る

一
方
、
改
造
社
版
か
ら
は
大
き
く
内
容

が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
削
除
さ
れ
た
の
は
、
毛
利
が
遠
衛
武
麿
と
出
会
い
、

憲
法
研
究
会
を
開
く
ま
で
の
話
題
、
入
江
が
妹
と
面
会
す
る
場
面
、
毛
利
と

喜
田
川
が
面
会
す
る
場
面
、
加
藤
友
三
郎
亡
き
後
の
混
乱
な
ど
で
あ
る
。
毛

利
と
喜
田
川
が
面
会
し
、
同
じ
く
中
国
に
日
本
の
将
来
を
考
え
て
い
る
二
人

が
、
実
は
全
く
性
質
の
異
な
っ
た
見
解
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る

場
面
が
削
除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
創
生
社
版
の
後
篇
で
、
森
と
北
が
接
触
し

て
い
る
場
面
で
は
、
二
人
の
出
会
い
が
唐
突
に
感
じ
ら
れ
る
。

「大
和
」
に
発
表
さ
れ
た

「小
説
　
最
初
の
頁
―
現
代
史
抄
―
」
は
、
恐

ら
く
は
架
空
の
諜
報
員
、
入
江
逸
平
を
木
見
仙
介
と
改
め
、
彼
を
中
心
に
抄

録
さ
れ
て
い
る
。
毛
利
格
は
加
久
木
謙
太
と
し
て
登
場
す
る
が
、
あ
く
ま
で

中
心
は
木
見
で
あ
る
。
作
品
末
尾
の

「作
者
よ
り
」
に
、

―
―
か
つ
て
私
は

「現
代
史
」
を
書
い
た
。
政
治
小
説
と
し
て
の
材
料

の
消
化
が
不
十
分
で
あ
り
、
他
日
稿
を
改
め
て
是
非
も
の
に
し
た
い
と

考
へ
て
ゐ
た
。
幸
ひ

「大
和
」
よ
り
話
が
あ
つ
た
の
で
、
か
ね
て
の
希

望
の
政
治
小
説
を
本
格
的
に
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

（略
）

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

「編
集
後
記
」
に
は
、
そ
の
意
気
込
み
を
高
く
評

価
し
た
上
で
、

「尚
、
こ
の
現
代
史
抄
は
一
号
乃
至
二
号
お
き
に
、
引
続
き

本
誌
上
に
連
載
の
予
定
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
後
二
号
を
発

行
し
て

「大
和
」
は
廃
刊
と
な
る
。

「歴
史
小
説
」
は
丹
羽
が
編
集
同
人
の
雑
誌
で
あ
る
。

「序
ニテ
ー
改
稿
現

代
史
―
」
が
連
載
さ
れ
る
前
月
号
で
、
丹
羽
は

「
一
つ
の
夢
。
」
を
発
表
し
、

「
『現
代
史
」
と
い
ふ
小
説
が
、
私
の
頭
に
ひ
つ
か
か
つ
て
ゐ
る
。
書
き
直

し
た
い
か
ら
だ
。
」
と
記
し
て
い
る
。
今
度
の
改
稿
は

「最
初
の
頁
」
と
同

じ
く
、
入
江

（木
見
で
は
な
い
）
を
中
心
に
据
え
、
北

一
輝
や
大
川
周
明
の

周
辺
を
描
い
て
い
る
が
、
人
名
に
統

一
性
が
な
く
、
北
は

「喜
田
川
毅
」

「北

一
毅
」

「北

一
輝
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

人
名
に
関
し
て
、

「改
造
」
、
改
造
社
版

『現
代
史
』
、
各
雑
誌
に
発
表

さ
れ
た
後
篇
三
作
、

「最
初
の
頁
」
、
及
び

「歴
史
小
説
」
六
月
号
の
主
要

人
物
は
、
架
空
名
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
山
県
有
朋
や
大
養
毅
な
ど

登
場
人
物
の
約
半
数
は
実
名
表
記
さ
れ
て
い
る
。
架
空
名
で
も
、
満
田
鶴
次

郎

（満
川
亀
太
郎
）
、
鳥
山
伍
郎

（鳩
山

一
郎
）
の
よ
う
に
、
実
名
を
想
像

で
き
る
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
実
名
と
架
空
名
の
使
い
分
け
の
基
準
は
不

明
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
存
命
か
否
か
の
措
置
で
は
な
い
。

創
生
社
版

『現
代
史
』
と
、

「歴
史
小
説
」
の
七
月
号
、
八
月
号
掲
載
分

は
、
全
て
実
名
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
創
生
社
版

『現
代

史
』
の

「ま
へ
が
き
」
に

〈
「現
代
史
」
に
は
戦
争
犯
罪
者
が
多
く
登
場
す

る
。
こ
の
一
冊
に
ま
と
め
る
に
際
し
て
、
本
名
に
書
き
代
へ
た
。
〉
と
あ
る
。
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戦
後
の
作
品
発
表
と
極
東
国
際
軍
事
裁
判

（東
京
裁
判
）
を
時
系
列
で
纏
め

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
二
十

一
年

一
月
十
九
日
　
　
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条
令
が
承
認
、

裁
判
所
が
設
置
さ
れ
る
。

二
月
　
　
　
　
　
後
篇
三
篇
発
表
。

（
「封
人
間
」
全
文
削
除
処
分
）

四
月
二
十
八
日
　
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者
の
起
訴
状
が
発
表
さ

れ
る
。

五
月
三
日
　
　
　
開
廷
。

五
月
二
十
五
日
　
創
生
社
版

『現
代
史
』
刊
行
。

二
十
三
年
十

一
月
十
二
日
　
戦
犯
二
十
五
被
告
に
有
罪
判
決
。

十
二
月
　
　
　
　
七
名
、
死
刑
執
行
、
十
九
名
、
釈
放
発
表
。

二
十
四
年
六
～
八
月
　
　
　
「序
章
―
改
稿
現
代
史
」
発
表
。

各
脱
稿
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
記

「ま

へ
が
き
」
に
は

「
一
九
四
六
年

五
月
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
戦
犯
容
疑
者
の
発
表
を
受
け
て
、
実
名
表
記
に

改
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
戦
犯
容
疑
者
に
指
名
さ
れ
た
か
ら
、
架
空
名
に

書
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
逆
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
丹
羽
の
心
意
気

が
感
じ
ら
れ
る
。
彼
ら
が
何
を
し
て
き
た
か
。
小
説
で
あ
り
、
作
者
の
感
性

で
捉
え
た
人
物
像
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
正
し
く
伝
え
た
い
、
多
く
の
人

に
知

っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
思
い
が
、
実
名
表
記
に
至

っ
た
理
由
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
時
は
、
戦
勝
国
が
敗
戦
国
を

一
方
的
に
裁
く
と
い
う
裁
判
が
始

ま

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
結
果
は

「敗
戦
」
の

一
語
に
尽
き
、
そ
こ
に
至
る

政
治
的
、
軍
事
的
、
思
想
的
な
流
れ
は
、
そ
し
て
そ
の
流
れ
を
作
ち
た

一
人

ひ
と
り
の
人
間
は
、
さ
ら
に
そ
の
人
間
の
内
面
は

「敗
戦
」
の
中
に
没
し
て

し
ま
う
。
戦
勝
国
側

へ
の
追
従
か
ら
、
戦
犯
を
断
罪
す
る
意
味
で
は
な
く
、

「
生
き
た
人
間
の
姿
」
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
後
篇
の
執
筆
意
図
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二
　
典
拠
に
つ
い
て

前
篇
は
森
格
を
モ
デ
ル
と
す
る
、
毛
利
烙
を
中
心
に
物
語
は
展
開
す
る
。

森
格

（明
治
十
五
年
～
昭
和
七
年
）
は
実
業
家

・
政
治
家
で
、
三
井
物
産
上

海
支
店
勤
務
を
経
て
、
帰
国
後
は
孫
文
ら
の
革
命
派
を
支
援
し
て
借
款
供
与

や
利
権
獲
得
に
努
め
た
。
中
国
興
行
株
式
会
社
は
じ
め
多
く
の
会
社
を
創
立

し
、
対
中
国
投
資
、
資
源
開
発
に
手
腕
を
発
揮
す
る
。
立
憲
政
友
会
に
入
党
、

衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
後
は
、
田
中
義

一
内
閣
で
外
務
政
務
次
官
と
な
り
山

東
出
兵
を
推
進
、
東
方
会
議
を
主
催
し
た
。
満
蒙
第

一
主
義
の
観
点
か
ら
関

東
軍
と
提
携
し
強
硬
な
満
蒙
分
離
政
策
を
唱
え
る
等
、　
一
貫
し
て
中
国
侵
略

政
策
を
推
進
し
た
人
物
で
あ
る
。
大
養
内
閣
で
は
内
閣
書
記
官
長
に
就
任
し

て
い
る
。

森
悟
に
つ
い
て
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
書
に
、
山
浦
貫

一
編

『森
格
』

（森
格
偉
記
編
纂
會
　
昭
和
十
五
年
↓
普
及
版
　
昭
和
十
六
年
七
月
二
十
五

日
）
、
山
浦
貫

一

『森
格
は
生
き
て
居
る
』

（高
山
書
院
　
昭
和
十
六
年
五

月
二
十
日
）
等
が
あ
る
。
前
者
普
及
版
は
、

「反
響
篇
」
が
追
加
さ
れ
て
お

り
、
後
者
は
森
格
篇

・
政
治
篇

・
旅
行
記
篇

・
小
説
篇

（
「政
治
小
説
　
失

は
れ
た
政
権
」

「政
治
小
説
　
壊
れ
た
椅
子
」
）
か
ら
成
る
。
結
論
か
ら
言
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え
ば
、
丹
羽
は
前
者
の
初
刊
本
ま
た
は
普
及
版
を
参
照
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

原
典
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
、
次
に
そ
の
例
を
挙
げ
た
い
。

森
さ
ん
が
支
店
長
に
な
ら
れ
た
時
に
は
、
三
十
二
歳
で
あ

つ
た
。
営

時
私
は
二
十
五
歳
で
、
年
の
割
に
主
要
な
地
位
に
ゐ
た
。
あ
る
時
森

さ
ん
が
／

「
君
は
髭
を
生
や
さ
ぬ
か
」
／
と

い
き
な
り
奇
妙
な
こ
と

を

い
ひ
出
し
た
。
私
は
ま
だ
若

い
し
髭
を
は
や
さ
う
と
は
考

へ
た
こ

と
も
な
か
つ
た
。
す
る
と
／

「
何
も
伊
達
に
髭
を
は
や
せ
と

い
ふ
の

で
は
な
い
」
／
と
髭
の
講
群
を

一
席
辮
じ
て
／

「
髭
と
い
ふ
の
は
可

成
の
大
事
な
役
割
を
す
る
も
の
だ
。
殊
に
君
の
や
う
な
地
位
に
ゐ
て

商
賣
上
種
々
の
人
に
接
す
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
大
愛
効
果
的
な
働

き
を
す
る
。
人
に
あ
る
威
巖
を
示
し
、
信
頼
を
典

へ
る
重
賓
な
も
の

だ
。
早
速
や
つ
て
見
給

へ
」
／
そ
こ
で
私
は
早
速
髭
を
伸
し
た
。
毛

の
あ
ま
り
濃

い
方
で
は
な
か
つ
た
の
で
、　
一
ヶ
月
ば
か
り
た
つ
た
が

薄

い
髭
し
か
出
来
な
か
つ
た
。
／

「
こ
れ
で
い
ヽ
の
で
せ
う
か
」
／

と

い
ふ
と
、
森
さ
ん
が
／

「
う
ん
、
よ
ろ
し
い
」
／
と

い
は
れ
た
。

爾
末
私
は
髭
を
は
や
す
や
う
に
な
つ
た
。
そ
し
て
私
は
自
分
の
髭
を

「森
格
髭
」
と
稀
し
て
ゐ
る
。

（普
及
版

『森
格
』

一
八
六
～
七
頁
　
―
西
永
義
文
氏
談
―
）

三
十
二
歳
で
毛
利
格
は
髭
を
は
や
し
て
ゐ
た
。
榮
養
分
が
ま
ん
べ
ん
な

く
全
身
に
ゆ
き
渡
る
の
で
精
神
力
な
濃
い
髭
で
あ
つ
た
。
二
十
五
歳
の

社
員
を
と
ら
へ
て
、
／

「君
は
何
故
髭
を
は
や
さ
な
い
の
か
」
／
社
員

は
笑
つ
て
し
ま
つ
た
。
／

「何
も
伊
達
に
髭
を
は
や
せ
と
い
ふ
の
で
は

な
い
」
と
毛
利
格
は
厳
し
く
笑
ひ
を
お
さ
へ
た
。

「髭
と
い
ふ
も
の
は

か
な
り
大
事
な
役
割
を
つ
と
め
る
も
の
だ
よ
。
こ
と
に
君
の
や
う
な
年

齢
の
わ
り
に
主
要
な
地
位
に
ゐ
る
者
は
、
商
賣
上
種
々
な
人
に
接
す
る

と
き
、
髭
が
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
効
果
を
あ
げ
る
も
の
だ
。
威
巖
を
示
し
、

信
頼
を
あ
た
へ
る
重
賓
な
武
器
だ
よ
。
早
速
や
つ
て
見
給
へ
」
／

一
ヶ

月
経
つ
て
、
若
い
社
員
が
薄
い
髭
を
氣
ま
り
悪
る
げ
に
示
す
と
、
毛
利

格
は
、
／

「う
ん
、
よ
ろ
し
い
」
と
言
つ
た
。

（改
造
社
版

『現
代
史
』
五

一
頁
）

こ
の
よ
う
に
、　
一
〇
六
五
頁
の
大
著
か
ら
、
事
件
や
逸
話
を
繋
ぐ
形
で
、

毛
利
烙
の
人
物
像
を
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
さ
ら
に
興
味
深
い
の

は
、
後
に
入
江
の
感
想
が
付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

髭
の
講
釈
も
入
江
逸
平
は
伝
え
聞
い
た
。
そ
し
て
本
当
に
毛
利
格
の
正

体
に
触
れ
た
と
思
っ
た
。
食
え
ぬ
奴
だ
と

一
応
判
っ
た
つ
も
り
で
ゐ
た

こ
と
が
買
い
か
ぶ
り
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
豪
傑
肌
だ
が
、
根

は
単
純
き
わ
ま
る
凡
人
だ
と
思
っ
た
。

と
、
人
物
評
価
を
入
江
の
視
点
で
語
っ
て
い
る
。
伝
記
資
料
で
あ
る

『森

格
」
を
読
ん
だ
、
作
者
自
身
の
感
想
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、

入
江
は
作
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
考
察
し
た
い
。

さ
て
、
典
拠
と
推
察
さ
れ
る

『森
格
』
に
は
見
ら
れ
な
い
話
題
も

「現
代

史
」
に
は
登
場
す
る
。
北

一
輝
ｆ
大
川
周
明
を
巡
る
逸
話
で
あ
る
。
作
品
冒

頭
、
小
山
宗
作

（大
川
周
明
）
が
上
海
の
喜
田
川
毅

（北

一
輝
）
に
会
い
に

行
く
場
面
で
は
、
満
田
鶴
次
郎

（満
川
亀
太
郎
）
の
手
紙
を
持
参
し
て
行
っ
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た
こ
と
、
友
人

（何
盛
三
）
が
蔵
書
を
売

っ
て
、
百
円
の
旅
費
を
得
た
こ
と
、

書
き
か
け
の

『革
新
日
本
大
綱
』

（
『日
本
改
造
法
案
大
綱
』
）
を
預
か
っ

て
帰
国
し
た
こ
と
な
ど
は
、
事
実
と

一
致
す
る
が
、
相
違
点
も
見
ら
れ
る
。

大
川
周
明
の

「
北

一
輝
君
を
憶
ふ
。
」
を
参
照
し
、
相
違
点
を
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

『現
代
史
』

大
川
周
明

「
北

一
輝
君
を
憶
ふ
」

さ
れ
る
。三

　
入
江
逸
平
に
つ
い
て

入
江
逸
平
は
謎
の
多
い
人
物
で
あ
る
。

「不
愉
快
な
男
」

「栄
養
不
良
」

な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
で
登
場
す
る
。
日
に
三
四
十
通
の
手
紙
が
来

る
諜
報
員
で
あ
る

（二

・
以
下
、
改
造
社
版
の
章
を
記
す
）
。
喜
田
川
と
は

七
八
年
の
交
際
で
、
酒
、
煙
草
を
飲
ま
ず
、
正
確
な
情
報
を
持

っ
て
い
る

（序
）
。
帝
国
ホ
テ
ル
在
住

（
一
）
で
あ
る
が
、
後
に
神
日
の
緑
館
へ
移
転
、

京
橋
三
丁
目
の
京
三
ビ
ル

（八
で
は

「銀
三
ビ
ル
」
）
に
事
務
所
を
借
り
て

い
る

（七
）
。
大
正
三
四
年
頃
、
毛
利
を
知
る

（
一
）
。
学
生
時
代
、
下

宿
で
誰
も
相
手
に
し
な
か
っ
た
醜
い
女
中
に
ふ
ら
れ
る
逸
話
も
語
ら
れ
る

（十

一
）
。

創
生
社
版
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、
四
十
三
歳
で
独
身
、
外
語
学
校
を

卒
業
し
、
杭
州
の
領
事
館
に
奉
職
し
た
経
験
あ
る
。
表
向
き
は

「東
洋
文
化

研
究
所
」
所
員
で
、
妹
は
川
北
政
朔
の
妻
、
川
北
つ
る
子
で
あ
る

（七
）
。

な
お
、
発
表
さ
れ
な
か
っ
た

「封
人
間
」
で
は
、
三
井
の
理
事
長
か
ら
金
を

貰
い
、
山
県
有
朋
の
依
頼
で
諜
報
活
動
を
し
た
後
、
団
琢
磨
に
情
報
提
供
し

て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
で
、
入
江
の
幅
広
い
諜
報
活
動
の
資
金
元

と
、
元
の
依
頼
主
の
謎
が
解
け
る
の
だ
が
、
全
文
削
除
さ
れ
た
の
で
、
当
時

の
読
者
は
こ
れ
を
知
ら
な
い
。

入
江
の
情
報
量
は
豊
富
で
、
例
え
ば
、

（略
）
豊
富
な
毛
利
に
開
す
る
智
識
は
突
風
に
似
て
ゐ
た
。
相
手
の
穿

乗
船
船海行

先
北
の
居
場
所

大
正
九
年
九
月

六
七
〇
噸
の
ト
ロ
ー
ル
船

お
だ
や
か
な
海
上
風
景

上
海
呉
沿
路
の
安
藤
医
院

面
会
場
所
　
　
安
藤
医
院
の
二
階

面
会
時
間
　
　
数
時
間

（？
）

帰
国
要
請
　
　
絶
対
安
静

・
拒
否

大
正
八
年
八
月
十
六
日

天
光
丸

（鉄
道
枕
木
運
搬
船
）

稀
有
の
暴
風
雨

津
一口

（機
関
故
障
で
上
海
に
寄
港
）

有
恒
路
の
長
田
医
院

↓
仏
租
界
へ
移
転
済
み

長
田
医
院
で
面
会
後
、

大

（天
）
陽
館

（旅
館
）
ヘ

旅
館
で
共
に

一
泊
、

翌
日
北
の
家
で
も
語
る

年
末
ま
で
に
帰
国
す
る
と
約
束
、
実
行

こ
の
よ
う
に
、
大
川
周
明
の
回
想
と
は
異
な
る
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
森
格
の
女
性
関
係
、
入
江
逸
平
の
存
在
な
ど
が
、
虚
構
だ
と
推
察
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入
に
伊
勢
は
氣
押
さ
れ
た
。
三
十
五
歳
か
ら
は
じ
め
た
毛
利
悟
の
俳
句

や
乗
馬
の
趣
味
に
い
た
る
ま
で
知
り
つ
く
し
て
ゐ
る
入
江
逸
平
と
は
い

か
な
る
人
間
か
、
ま
る
で
謎
で
あ
つ
た
。

（略
）
入
江
逸
平
も
毛
利
に

開
す
る
豊
か
な
智
識
に
自
分
が
歴
倒
さ
れ
て
、
日
か
ら
出
ま
か
せ
に
毛

利
の
こ
と
を
喋
つ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
た
。
そ
し
て
口
か
ら
出
ま
か
せ

の
話
し
が

一
つ
一
つ
伊
勢
益
良
を
び
つ
く
り
さ
せ
て
ゐ
る
こ
と
に
は
少

し
も
氣
が
つ
か
な
い
や
う
で
あ
つ
た
。

（改
造
社
版

『現
代
史
』
九
二
～
三
頁
）

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
入
江
を
喜
田
川
は

―
―
氣
味
の
悪
い
存
在
だ
が
、
結
局
あ
の
男
も
思
想
か
、
時
代
か
、
何

れ
か
の
隷
属
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
／
無
視
す
れ
ば
、

無
視
の
笞
の
下
に
い
く
ぢ
な
く
横
た
は
る
人
間
で
あ
り
、
氣
味
悪
が
れ

ば
、
無
限
に
不
氣
味
な
證
様
の
引
き
出
せ
る
男
で
あ
り
、
怖
れ
れ
ば
、

典
型
的
な
智
脳
犯
の
や
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
恐
怖
の
ベ
ー
ル
を
か
む
り
怯

や
か
す
男
で
あ
り
、
軽
蔑
で
叩
き
つ
け
た
な
ら
、　
一
言
の
辮
解
も
抗
議

も
で
き
ず
に
軽
蔑
さ
れ
つ
放
し
に
な
る
人
間
で
あ
つ
た
。

（改
造
社
版

『現
代
史
』

一
二
三
頁
）

と
評
し
、
毛
利
は

毛
利
格
に
は
入
江
逸
平
の
無
慾
さ
が
理
解
で
き
な
か
つ
た
。
入
江
は
何

故
権
力
を
持
た
う
と
し
な
い
の
か
。
生
ま
身
で
あ
る
以
上
は
何
故
耳
目

の
慾
に
捉
へ
ら
れ
な
い
の
か
。
彪
大
な
級
密
な
複
雑
な
諜
報
機
関
を
擁

し
、
原
首
相
の
遭
難
を
半
年
も
前
か
ら
言
ひ
あ
て
て
ゐ
な
が
ら
、
そ
の

豫
言
を
軍
な
る
放
言
の
や
う
に
言
ひ
す
て
て
豫
言
の
報
酬
は
も
と
め
ず
、

豫
言
に
乗
つ
て
器
用
に
世
間
に
の
り
出
さ
う
と
も
し
な
い
大
ま
か
な
神

経
が
不
可
解
で
あ
つ
た
。

（改
造
社
版

『現
代
史
』

一
五
八
頁
）

と
、
自
己
の
性
格
を
基
準
と
す
る
ゆ
え
、
彼
の
理
解
に
苦
し
む
。
ま
た
、
創

生
社
版
で
は
削
除
さ
れ
た

一
節
で
、
語
り
手
は
、

入
江
は
こ
れ
ま
で
に
誰
に
も
素
性
を
明
し
た
こ
と
が
な
か
つ
た
。
諜
報

蒐
集
と
い
ふ
仕
事
の
性
質
上
本
人
が
舞
蔓
の
脚
光
を
あ
び
て
は
な
ら
な

か
つ
た
。
常
に
舞
蔓
の
影
に
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
影
に
ゐ
る
こ
と

に
慣
れ
て
し
ま
ふ
と
暗
黒
の
な
か
に
ぢ
つ
と
坐
つ
て
、
舞
墓
裏
か
ら
観

客
席
と
舞
墓
を
眺
め
る
だ
け
に
人
生
が
限
ら
れ
て
し
ま
つ
た
や
う
で
あ

る
。
す
る
と
影
に
ゐ
る
こ
と
の
人
間
と
し
て
の
強
味
、
脅
迫
じ
み
た
武

器
が
逆
に
今
度
は
入
江
逸
平
を
支
配
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
影
で
な
け

れ
ば
も
の
の
言
へ
な
い
人
間
に
な
つ
た
。
影
で
な
け
れ
ば
思
考
も
許
さ

れ
ず
、
感
情
の
表
白
も
そ
の
世
界
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。

（改
造
社
版

『現
代
史
』
三
二
五
頁
）

と
分
析
す
る
。

入
江
逸
平
は
諜
報
員
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
仮
に
モ
デ
ル
が
い

た
と
し
て
も
、
人
物
造
型
に
つ
い
て
は
創
作
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
毛

利
の
家
庭
の
内
情
や
趣
味
は

『森
格
』
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
入
江
が
情
報
と
し
て
得
て
い
る
、
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
喜

田
川
の
帰
国
や
、
毛
利
を
驚
か
せ
た
五

・
一
五
事
件
の
予
言
は
、
歴
史
を
知

つ
て
い
れ
ば
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
恐
ら
く
は
架
空
で
あ
ろ
う
人
物
を

登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
毛
利
悟
を
追
う
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
、
思
想
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界
の
動
き
や
そ
れ
に
伴
う
政
界
の
裏
面
を
盛
り
込
む
こ
と
が
出
来
、
小
説
に

奥
行
き
が
出
来
る
。
ま
た
、
毛
利
と
正
反
対
の
性
格
で
あ
る
こ
と
や
、
妹
の

前
で
は
素
顔
に
戻
る
と
こ
ろ
な
ど
、
小
説
ら
し
い
面
白
さ
、
人
間
の
悲
喜
劇

も
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た

「森
格
髭
」
の
よ
う
に
、
作
者
自
身

の
感
慨
を
語
る
こ
と
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
毛
利
だ
け
で
な
く
喜
田
川
や

小
山
を
冷
静
に
客
観
視
す
る
態
度
は
、
後
代
の
人
間
が
歴
史
を
眺
め
る
視
線

に
似
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
作
者
自
身
を
投
影
し
た
と
ま
で
は
言
え
な

い
が
、
歴
史
を
知
る
者
が
、
そ
の
過
去
と
同
時
代
に
生
き
て
い
た
ら
、
そ
の

時
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
た
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
入
江
を

通
じ
て
の
人
間
洞
察
に
現
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
　
同
時
代
評

こ
の
作
品
は
、
当
時
の
人
に
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

中
村
光
夫
６
は
、

百
二
十
枚
の
長
篇
で
作
者
の
久
し
ぶ
り
の
力
作
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る

が
、
実
に
ひ
ど
い
小
説
で
、
読
み
終
つ
て
た
だ
何
と
も
云
へ
ず
腹
が
立

つ
た
だ
け
で
あ
つ
た
。

（略
）
小
説
と
し
て
の
出
来
不
出
来
な
ら
第

一

小
説
と
し
て
態
を
な
し
て
ゐ
な
い
。

（略
）
し
か
も
こ
の
出
鱈
目
な
小

説
を
題
し
て

「現
代
史
」
と
は
何
事
で
あ
る
か
。
文
学
の
冒
漬
で
あ
り
、

ま
た
歴
史
の
冒
漬
で
あ
る
。

と
酷
評
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
大
井
廣
介
Ｆ
は
、

こ
の
小
説
の

一
回
目
は
中
村
光
夫
に
ボ
ロ
糞
に
や
つ
つ
け
ら
れ
た
。

（略
）
中
光
が
喜
田
川
毅
と
い
ふ
人
物
は
わ
け
が
わ
か
ら
ん
と
云
へ
ば

北

一
輝
を
知
ら
な
い
と
い
ふ
二
重
の
意
味
に
な
る
が
、
し
か
し
、
あ
の

や
う
な
批
評
も
ま
た
や
む
を
得
な
い
隙
だ
ら
け
の
冒
険
作
で
、

（略
）

こ
の
國
の
文
壇
常
識
で
は
奇
怪
至
極
な
筈
で
あ
る
。

と
中
村
を
や
り
返
し
な
が
ら
も
、
作
品
の

「隙
」
を
認
め
て
い
る
。
赤
木

俊
‥
は

「相
営
に
困
難
な
題
材
」
と
し
た
上
で
、

今
度
発
表
さ
れ
た
分
で
も
、
す
で
に
人
物
は
、
外
側
か
ら
の
接
近
に
よ

つ
て
の
み
描
か
れ
て
居
り
、
行
間
に
は
、
こ
の
作
者
に
似
ぬ
隙
間
風
が

吹
き
抜
い
て
ゐ
る
。
作
者
と
森
格
は
な
に
に
よ
つ
て
つ
な
が
れ
て
ゐ
る

の
だ
ら
う
か
。
そ
の
や
う
な
文
學
的
靭
帯
へ
の
再
省
が
要
る
の
で
は
な

い
か
。
風
俗
へ
の
傍
観
だ
け
で
は
、
員
の
客
観
小
説
は
う
ま
れ
て
来
る

筈
が
な
い
。

と
論
じ
る
。
井
上
友

一
郎
ｏ
は
、

「人
間
精
神
の
生
成
に
つ
い
て
、
ぢ
か
に

鯛
れ
て
ゐ
る
や
う
で
柴
し
か
つ
た
。
」
と
感
想
を
述
べ
た
上
で
、

こ
の
作
は
森
格
の
半
生
で
あ
る
。
そ
の
面
白
さ
で
あ
る
。
日
本
人
で
な

け
れ
ば
面
白
く
な
い
作
品
で
あ
る
。
し
か
も
森
格
の
面
白
く
な
い
男
に

は
、
面
白
く
な
い
作
品
で
あ
る
。
小
説
と
い
ふ
も
の
は
、
さ
う
い
ふ
狭

い
と
こ
ろ
か
ら
旬
ひ
出
し
て
い
く
面
白
さ
で
あ
る
。

と
分
析
、
さ
ら
に

「き
つ
と
丹
笏
氏
の
作
品
中
で
も
ズ
バ
抜
け
た
面
白
い
も

の
に
な
る
で
あ
ら
う
。
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。
内
容
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
作
品
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
た
と
へ
ば
丹
笏
文
雄
氏
が
、

「現
代
史
」
と
題
す
る
作
品
を
嚢

表
し
初
め
た
事
責
を
見
て
も
、
内
容
は
兎
も
角
と
し
て
、
そ
の
題
だ
け
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を
見
て
も
、
文
學
が
愛
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
に
迫
ら
れ
、
愛
ら

Ｉ
う
と
し
て
藻
掻
い
て
ゐ
る
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
る
と
思
ふ
。
⑩

作
品
の
評
価
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
丹
羽
の
作
品
群
で
も
、
或
い
は
文
壇

全
体
と
し
て
も
、
特
殊
な
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
は

「改
造
」
に
連
載
開
始
さ
れ
た
時
の
も
の

で
あ
る
。
後
篇
に
関
し
て
は
後
述
し
た
い
。

五
　
執
筆
意
図
と

「
歴
史
小
説
」
の
系
譜

で
は
、
丹
羽
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

「冒
険
作
」
を
書
い
た
の
か
。
執
筆
当

初
の
要
因
と
し
て
は
、
最
初
に
触
れ
た
よ
う
に

「現
代
風
俗
も
の
が
、
書
き

に
く
く
な
つ
て
ゐ
た
」
時
局
に
対
応
し
て
の
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
時
勢
が
転
変
し
、
終
戦
を
迎
え
て
後
、
後
篇
が
書
き
継
が

れ
る
。
創
生
社
版

『現
代
史
』
の

「ま
へ
が
き
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

（略
）
前
篇
を

「改
造
」
誌
に
連
載
し
た
の
が
、
戦
ひ
の
初
期
で
あ
つ

た
が
、
後
篇
は
余
儀
な
く
筆
を
折
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
若
し
も
日

本
が
戦
ひ
に
勝
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
、

「現
代
史
」
は
永
久
に
か
か
れ

な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
否
応
な
し
に
永
遠
に
真
実
か
ら
眼
を
塞
が
れ
た

こ
と
で
あ
ら
う
。
敗
戦
と
な
り
、
私
は
ま
る
で
憑
か
れ
た
人
の
や
う
に

書
く
こ
と
を
急
い
だ
。

（略
）
そ
の
た
め
前
篇
と
後
篇
は
観
察
の
上
に

も
、
感
想
の
上
に
も
違
つ
た
色
調
を
取
る
や
う
に
な
つ
た
。
時
間
的
に

も
い
ち
い
ち
主
人
公
を
追
つ
て
ゐ
ら
れ
な
か
つ
た
。

後
篇
三
篇

（及
び
削
除
さ
れ
た

「封
人
間
」
）
が
、
全
て
昭
和
二
十

一
年

二
月
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
れ
ほ
ど

「急
い
だ
」
か
が
窺
わ

れ
る
。
前
篇
が
森

（毛
利
）
の
人
物
像
を
中
心
に
描
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

後
篇
は
森
格
を
据
え
な
が
ら
も
、
政
界
と
軍
部
の
動
静
、
張
作
森
爆
死
事
件

や
満
州
事
変
な
ど
、
日
本
及
び
中
国
の
時
局
の
流
れ
を
描
い
て
い
る
点
が

「違
つ
た
色
調
」
だ
と
い
え
る
。

先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
何
も
戦
戦
犯
容
疑
者
を
、
或
い
は
既
に
亡
き
森
格

を
断
罪
し
よ
う
と
の
立
場
か
ら
、
後
篇
を
書
き
急
い
だ
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
同
じ

「ま
へ
が
き
」
に
、
丹
羽
は

「戦
争
責
任
は
単
に
過
去
や
外
側
に

あ
る
問
題
ば
か
り
で
は
な
く
し
て
、
現
在
の
私
達
の
心
の
内
側
の
問
題
で
あ

る
。
」
と
も
記
し
て
い
る
。
敗
戦
が
丹
羽
を
突
き
動
か
し
た
な
ら
ば
、
そ
こ

に
あ
っ
た
の
は
、
反
省
や
弁
解
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

戦
勝
国
側
の
歴
史
観
を
植
え
付
け
ら
れ
る
前
に
、
日
本
人
と
し
て
の

「真

実
」
を
表
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

秦
昌
弘
氏
⑪
は

「封
人
間
」
解
説
の
中
で

「丹
羽
文
雄
と
し
て
は
、
昨
年

の
秋
以
来
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
る
Ａ
級
戦
犯
逮
捕
者
を
登
場
さ
せ
、
話
題
性

も
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「話
題
性
」

を
十
分
に
備
え
た
素
材
で
あ
っ
た
が
、
坂
口
安
吾
は
、

だ
い
た
い
、
こ
の
小
説
の
構
成
原
理
は
、
文
学
で
な
し
に
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
原
理
に
よ
つ
て
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
小
説
は
、

人
間
が
動
き
だ
す
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
内
部
的
な
又
外
部
的
な
必
然
か

ら
、

（或
ひ
は
偶
然
で
も
構
は
な
い
）
事
件
が
生
起
し
構
成
さ
れ
て
く

る
の
で
な
し
に
、
た
ゞ
ノ
リ
と
ハ
サ
ミ
と
文
章
に
よ
つ
て
歴
史
的
事
象
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を
つ
な
ぎ
合
せ
組
み
合
せ
た
読
物
に
す
ぎ
な
い
。
読
物
と
文
学
を
ゴ
ッ

チ
ャ
に
し
て
は
い
け
な
い
。
υ．

と
鋭
く
批
判
す
る
。
後
篇
は
特
に

「読
物
」
の
印
象
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
批
判
を
受
け
て
か
ど
う
か
、
丹
羽
は
何
度
も
改
稿
す
る
。

「
一
つ
の

夢
」

（前
出
）
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

私
は
い
ま
と
て
つ
も
な
い
希
望
を
抱
い
て
ゐ
る
。
夢
で
終
る
か
も
知
れ

な
い
の
だ
が
、　
一
大
壁
書
を
描
い
て
み
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。

「現
代

史
」
は
そ
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
私
が
い
く
つ
ま
で
生
き
ら
れ

る
か
知
れ
な
い
が
、
そ
の
大
部
分
を
こ
の
壁
書
を
描
く
こ
と
に
集
中
し

た
い
と
望
ん
で
ゐ
る
。

（略
）
題
し
て

「人
間
壁
豊
」
現
代
史
の
壁
董

を
考
へ
て
ゐ
る
。

（略
）
私
の
壁
豊
は
、
理
論
的
に
組
み
立
て
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
あ
く
ま
で
日
本
人
ら
し
い
、
こ
と
に
私
の
生
地
で
あ
る

と
こ
ろ
の
感
覺
を
先
づ
通
し
て
描
く
以
外
に
方
法
は
な
い
。

（略
）

ま
た
、

「
日
本
敗
れ
た
り
」
の

「作
者
の
詞
゛
」
に
、

私
は
か
ね
て
か
ら

「人
間
壁
豊
」
と
い
ふ
題
名
の
も
と
に
、
彪
大
な
小

説
を
念
願
し
て
ゐ
る
。

「
日
本
敗
れ
た
り
」
は
、
そ
の
中
の
一
節
に
営

る
。
前
に

「現
代
史
」
を
書
い
た
が
、
こ
れ
も

一
節
で
あ
る
。

（略
）

二

・
二
六
や
、
軍
政
史
、
昭
和
電
工
事
件
な
ど
、
書
き
た
い
こ
と
が

一

杯
に
ひ
か
へ
て
ゐ
る
。
先
日
書
い
た

「現
代
史
」
は
改
作
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
材
料
は
蒐
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
て
も
私
ひ
と
り
で
は

手
が
ま
は
り
か
ね
る
。

と
も
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
丹
羽
の
描
き
た
か
っ
た
の
が
、
た
だ
森
格
の

一
生
で
は
な
く
、
壮
大
な
構
想
の

「人
間
壁
豊
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
日
本
敗
れ
た
り
」
は
、
昭
和
二
十
年
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら

終
戦
に
至
る
ま
で
の
、
閣
僚
と
軍
部
の
動
き
、
御
前
会
議
の
模
様
な
ど
を
小

説
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
二

・
二
六
事
件
の
み
を
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
丹
羽
は

「首
相
官
邸
．
」
を
著
し
て
い
る
。

「変
転
限
り
な
き
政
争

に
覇
者
は
変
れ
ど
官
邸
は
静
か
に
時
代
の
推
移
を
凝
視
め
て
ゐ
る
！
」

（初

出
目
次
）
首
相
官
邸
の
建
築
か
ら
、
官
邸
内
で
起
こ
っ
た
二
。
二
六
事
件
、

五

・
一
五
事
件
を
は
じ
め
、
歴
代
総
理
の
逸
話
な
ど
を
守
衛
を
語
り
手
と
し

て
、

「官
邸
」
の
視
線
で
追
っ
た
小
説
で
あ
る
。

「現
代
史
」
が
森
格
と
い

う
人
物
を
中
心
に
描
い
た

「人
間
壁
豊
」
の
一
部
で
あ
る
な
ら
ば
、

「日
本

敗
れ
た
り
」
は
事
件
を
中
心
に
、

「首
相
官
邸
」
は

「場
」
を
中
心
に
描
い

た

「壁
書
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
様
々
な
手
法
を
模
索
し
な
が
ら
も
、
結
果

的
に

「壁
豊
」
は
完
成
し
な
か
っ
た
。

丹
羽
は
、
こ
れ
ら
の

「人
生
壁
画
」
を
描
き
な
が
ら
、
他
の
作
品
も
次
々

に
生
み
出
し
て
い
る
。
流
行
語
に
も
な
っ
た

「厭
が
ら
せ
の
年
齢
」
が
発
表

さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
二
年
で
あ
り
、
同
年
に
は

「理
想
の
良
人
」
も
発
表
、

「哭
壁
」
の
連
載
も
始
ま
っ
て
い
る
。
二
十
五
年
の

「爬
虫
類
」
、
二
十
七

年
の

「蛇
と
鳩
」

「遮
断
機
」
、
二
十
八
年

「禁
猟
区
」

「青
麦
」
、
三
十

年

「菩
提
樹
」

「飢
え
る
魂
」
等
も
代
表
作
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
む
し

ろ
、

「人
間
壁
豊
」
系
の
方
が
異
色
で
あ
る
。
で
は
、

「人
生
壁
画
」
計
画

は
い
つ
潰
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り

に

昭
和
三
十

一
年
、
丹
羽
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

生
き
て
ゐ
る
人
間
を
追
究
し
、
そ
の
人
間
を
描
き
だ
す
こ
と
に
情
熱
を

も
つ
こ
と
は
、
結
局
目
的
を
描
く
こ
と
だ
と
い
ふ
考

へ
方
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
で
た
く
さ
ん
だ
と
信
じ
る
や
う
に
な
つ
た
。
私
に
は
、
彼
岸
の

目
的
が
あ
る
。
小
説
の
上
に
単
に
人
間
を
描
く
だ
け
で
な
く
、
浄
土

員
宗
の
思
想
の
具
象
化
を
小
説
に
よ
つ
て
形
成
し
よ
う
と

い
ふ
の
で

あ
る
。
“

「
人
間
壁
豊
」
の

「と
て
つ
も
な
い
希
望
」
は
、
多
く
の
作
品
を
生
み
出
す

間
に

「彼
岸
の
目
的
」
に
と

っ
て
変
わ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
ち
ら
の
系
統

の
作
品
の
方
が
有
名
に
な
り
、
丹
羽
文
学
の
主
流
と
な
る
。
し
か
し
そ
れ
以

前
、
丹
羽
は

「
せ
め
て
寺
院
育
ち
の
私
は
、
蓮
如
と
い
う
傑
物
と
と
り
組
も

う
と
着
々
準
備
を
と
と
の
え
て
い
る
。
」
と
も
記
し
て
い
る
。

「
親
鸞
」
の

連
載
開
始
が
昭
和
四
十
年
、

「蓮
如
」
は
四
十
八
年
で
あ
る
。

「蓮
如
」
は

お
ろ
か
、

「親
鸞
」
に
取
り
組
む
十
数
年
以
前
に
、

「蓮
如
」
の
準
備
を
進

め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

「
人
生
壁
画
」
の

一
部
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

「首
相
官
邸
」
が
発
表
さ
れ
る
前
年
に
は
、
丹
羽
の
頭
の
中
に

「蓮
如
」
の

構
想
が
芽
生
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
関
心
が
政
治
経
済
か
ら
、
よ
り
身
近

な
宗
教

へ
と
移
ら

て
い
つ
た
の
は
、
自
然
の
な
り
ゆ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ

し
て
丹
羽
は

「
人
間
壁
董
」
を
、
寺
院
の
壁
に
描
き
始
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

「
現
代
史
」
等
で
体
得
し
た
史
料
の
活
用
方
法
、
そ
の
中
の
人
間
洞
察
、
歴

史

へ
の
介
入
方
法
、
作
品
の
描
き
方
な
ど
の
執
筆
態
度
は
、
後
の
作
品
に
活

か
さ
れ
、
宗
教
小
説

・
本
願
寺
史
も
の
へ
昇
華
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
六
興
出
版
部
　
昭
和
二
四
年
三
月

一
五
日
　
八

一
頁

②

「
一割
　
丹
羽
文
雄
は
何
を
考
へ
て
ゐ
る
か
」

（
「現
代
文
学
」
昭
和

一
七

年

・
六
月
号
　
四
頁
）

③
四
日
市
市
立
博
物
館
編

『文
豪
丹
羽
文
雄
　
そ
の
人
と
文
学
』

（平
成

一
三
年
二
月
二
二
日
）
に
秦
昌
弘
氏
の
詳
し
い
解
説
と
共
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

④

「歴
史
小
説
」
昭
和
二
四
年
五
月
号

（三
四
～
五
頁
）

⑤

「新
勢
力
」
昭
和
三
三
年

一
一
月
号
　
二
〇
～
三
二
頁
。
昭
和
二
八
年
頃
、

北

一
輝

『日
本
改
造
法
案
大
綱
』
の
復
刊
を
計
画
し
た
際
、
大
川
周
明
が

執
筆
し
た
も
の
。
グ
ラ
刷
の
段
階
で
印
刷
所
が
火
災
、
未
刊
行
。
未
発
表

の
ま
ま
没
後
遺
品
整
理
の
際
に
発
見
さ
れ
た
。

⑥

「都
新
聞
」
文
芸
時
評
　
昭
和

一
七
年
五
月

（引
用
は

『中
村
光
夫
全

集
』
第
六
巻
　
筑
摩
書
房
　
昭
和
四
七
年
　
三
八
七
～
八
頁
に
拠
る
）

⑦

「丹
笏
文
雄

『現
代
史
』

（改
造
）
」

（
「現
代
文
学
」
昭
和

一
七
年
七

月
号
　
八
頁
）

③

「文
藝
時
評
―
私
の
崩
壊
に
つ
い
て
―
」

（
「現
代
文
学
」
昭
和

一
七
年

五
月
号
　
五

一
～
二
頁
）

⑨

「現
代
史
」
を
讀
む

（
「現
代
文
学
」
昭
和

一
七
年
五
月
号
　
六
七
～
八

頁
）
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⑩

「文
壇
餘
録
」

（
「新
潮
」
昭
和

一
七
年
五
月
号
　
二
〇
頁
）

⑪
③
解
説
に
同
じ
。

⑫

「通
俗
と
変
貌
と
」

（
「書
評
」
昭
和
三
二
年

一
月
号
）
引
用
は

『坂
口

安
吾
全
集
』
第
四
巻

（筑
摩
書
房
　
平
成

一
〇
年
五
月
二
二
日
）
に
拠
る
。

⑬

「
サ
ロ
ン
」
昭
和
二
四
年
八
月
号
　
一
五
頁

⑭

「
オ
ー
ル
読
物
」
昭
和
二
八
年

一
二
月

一
日

⑮

「戦
後
の
私

（
「文
藝
」
昭
和
三

一
年

一
〇
月
号
　
四
〇
頁
）

⑩

「わ
が
家
の
歴
史
」

（朝
日
新
聞
　
昭
和
二
七
年
二
月
二
日
）
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